
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学位論文内容の要旨 

本学位論文は，看護職者の精神的健康の維持・向上に資する基礎資料を得ることをね

らいとして，看護職者の共感に関連したストレッサーに対する曝露とストレス認知が精

神的健康に与える影響を明らかにすることを目的とした．この目的達成のために，本学

位論文では，研究課題１として，看護職者の「共感ストレッサー」ならびに「共感スト

レス認知」の測定尺度の開発すること，また研究課題２として，看護職者の共感ストレ

ッサーに対する曝露と共感ストレス認知が精神的健康に影響するという因果関係モデ

ルを実証的に検証することの 2つの課題を設定した。 

序論では，労働者の精神的健康に関する社会的背景や看護職者の精神的健康の現状と

課題について，関連する研究動向を整理した．具体的には，看護職者の精神的健康の維

持・向上のための対策として，労働環境などの職場ストレッサーに対する改善策が講じ

られているにも関わらず，精神的健康の不調者は減少していない現状を述べ，職務スト

レッサーに対する効果的な対策はいまだに示されていないことを指摘した．さらに，職

務ストレッサーの中でも，看護職者には職務上で欠かすことのできない患者・家族など

への「共感」により生じるストレスに着目し，先行研究を概観した結果，共感によるス

トレス認知を測定する尺度が皆無であることが推察され，共感により生じるストレス認

知が精神的健康に与える影響の知見が不十分であることを指摘した． 

本論では，本研究で設定した 2つの課題解決のために行った調査について明示し，そ

れぞれの結果に対する考察を行った．調査対象は，日本医療機能評価機構の認定を受け

ている病院一覧より無作為に抽出した 100病院に勤務する看護職者 2,000名とした．調

査方法は，郵送法による無記名自記式質問紙調査で，看護管理者に役職のない各施設

20 名の看護職者に調査票配布を依頼した．調査内容は，対象者の基本属性に加え，看

護職者の共感ストレッサーおよび共感ストレス認知，精神的健康で構成した．共感スト

レッサーに関する質問項目は，先行研究を参考に看護職者が苦悩を抱える患者およびそ

の家族と関わる際の共感に伴い発生するストレスフルな場面を抽出し，「日常的なケア
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での関わり」「終末期の関わり」「苦悩との向き合い」各 3項目，全 9項目で構成し，回

答を体験の有無の 2件法で求めた．共感ストレス認知に関する質問項目は，共感の４つ

の構成要素を基礎にし，「道徳的共感ストレス」「情動的共感ストレス」「認知的共感ス

トレス」「行動的認知ストレス」各 3項目，全 12項目で構成し，回答を 4件法で求めた．

精神的健康は，Kessler らにより開発された K6 で測定した．統計解析には，必要な調

査項目に欠損値を有さない 584名分のデータを使用した．研究課題１について，共感ス

トレッサー測定尺度は 3因子二次因子モデル，共感ストレス認知測定尺度は 4因子二次

因子モデルを仮定し，構造的側面からみた構成概念妥当性を確認的因子分析で検討した．

また，研究課題２について，Lazarusのストレス認知理論を参考に看護職者の共感スト

レッサーを二次要因，共感ストレス認知を一次要因，精神的健康を従属変数とする因果

関係モデルを構築し，構造方程式モデリングを用いてモデルのデータに対する適合性と

変数間の関連性を検討した．  

研究課題１の統計解析の結果，本研究で仮定した看護職者の共感ストレッサー測定尺

度および共感ストレス認知測定尺度の因子構造モデルのデータへの適合度は，それぞれ

統計学的な許容水準を満たすものであった．以上の結果は，概念的一次元性を備えた看

護職者の共感ストレッサーおよび共感ストレス認知を測定する尺度が開発できたこと

を示している．さらに，看護職者の共感ストレス認知においては道徳的共感，情動的共

感，認知的共感，行動的共感の 4要素の側面から把握できることを初めて示した． 

研究課題２の本研究で構築した因果関係モデルを構造方程式モデリングで検討した

結果，モデルのデータに対する適合度は，統計学的な許容水準を満たすものであった．

変数間の関連性は，看護職者の共感ストレッサーと共感ストレス認知の間に，また，共

感ストレス認知と精神的健康の間に統計学的に有意な正の関連性が認められた． 

以上の結果より，共感ストレッサーに対する曝露と共感ストレス認知が精神的健康に

影響していることが明らかとなり，Lazarusのストレス認知理論の理論的因果関係が実

証できたことを示した．さらに，本研究で開発した共感ストレッサー測定尺度および共

感ストレス認知尺度がストレスチェックのツールとして活用できること，看護職者の精

神的健康の維持・向上には共感ストレスの軽減が必要であり，看護部の組織的な支援が

望まれることを示すものである． 

結論では，以上の結果を踏まえて本学位論文で得られた主な結果および学術的貢献を

総括し，臨床への示唆についても述べている． 
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